
１号議案

（収入の部） 　

科　　目 予算額 実績額 予算比

年　会　費  （含む 休会費 ） 5,300,000 5,460,000 160,000

入　会　金 500,000 540,000 40,000

京都巡回展出品料 515,000 575,000 60,000

29年度前払金決算振替決済 156,005 156,005 0

インデックス販売、その他 210,000 0 -210,000

前年度繰越金 4,015,139 4,015,139 0

収入合計 17,376,144 21,456,232 4,080,088

参考　 （事務局長費） 600,000 1,074,412 474,412

（支出の部）

科　　目 予算額 実績額 予算比

退会、死亡年会費へ振替 60,000 215,000 155,000

本展関連 4,500,000 6,679,751 2,179,751

会議費 120,000 153,229 33,229

事務消耗品費 120,000 134,140 14,140

通　信　費 270,000 285,138 15,138

旅費交通費 280,000 423,829 143,829

広告宣伝費 600,000 804,600 204,600

印刷製本費 200,000 119,930 -80,070

支部支援厚生費 140,000 120,000 -20,000

会報費 100,000 121,424 21,424

新年会補助 15,000 0 -15,000

小品展補助 10,000 0 -10,000

小品展運営資金 250,000 272,622 22,622

表彰式・懇親会補助 20,000 0 -20,000
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 自 平成年30年4月1日～至 平成31年3月31日

本展関連 4,500,000 6,679,751 2,179,751

2019年度年会費・休会費
その他前受金

100,000 3,189,000 3,089,000

その他 諸収入 2,080,000 841,337 -1,238,663



懇親会費 656,000 0

第42回京都巡回展 1,750,000 1,660,146 -89,854

29年度分前払金 (会議室予約)他 160,000 146,717 -13,283

支払手数料 15,000 25,334 10,334

29年度前受、預かり金他 決算振替決済 2,963,000 2,963,000 0

年会費より通常出品料へ振替 1,700,000 1,760,000 60,000

本展への会計充当金 2,210,000 2,586,174 376,174

光熱費補助 36,000 36,000 0

ポストカード作成代 700,000 0

写真撮影費補助 300,000 0

予備費　　　　　　 50,000 8,510 -41,490

支出小計 17,315,000 18,619,753 1,304,753

次年度繰越金 61,144 2,836,479 2,775,335

支出合計 17,376,144 21,456,232 4,080,088

収入合計 21,456,232 円

支出小計 18,619,753 円

次年度繰越金 2,836,479 円

収入合計　－　支出小計　　＝ 次年度繰越金

雑費、その他 90,000 104,209 14,209



 委員 会員 準会員 会友 178名 計5,210,000,過年度年会費￥70,000,休会者18名180,000 計196名5,460,000（予算は活動会員180名）
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平成31年4月19日作成

備　　　　考

 27名入会 　（予算対比2名増）（20,000×27名=540,000）  

（内訳）出品会員176名会員10,000×176名 計1,760,000（ 所属外部門1名10,000) 一般 77名（高校生4名無料）5,000×71名 計355,000、

学生2名3,000 計6,000 小計361,000 合計会員176名 1,770,000 + 一般77名 361,000＝2,131,000　

 (予算は会員180名一般100名）入場料 62,500（95％）  祝金35,000 賞金受入 5,000  新聞折込展覧会招待券代 読売新聞他1,960枚 527　

ポストカード関係費（1,267,550） 内訳　画集CD販売代（2,500）画集冊子販売代（46,000）画集冊子撮影・ポストカード作成制作代（1,094,750）

ポストカード郵送料（10,500） ポストカード販売代（会場売上 113,800 ）

懇親会費（592,000）＠￥8,000×74名 本部会計よりの充当金 2,586,174

 年会費2019年度分 2月に振込用紙送付による3月末までに115名納入3,145,000と予算比大幅増、他小品展出品料7,000

（預かり金）年会費余剰金、過不足未処理金5件37,000

備　　　　考

＠￥5,000×115名＝575,000

 （東京交通会館小品展予約を含めた小品展運営資金）125,013（次年度以降本展経費）20,992（支部展支援金）10,000

 期中に本展勘定と調整。諸戻入金 215,000 (会員,会友退会者6名,死亡者3名）　選抜小品展出品料322,000　　　　　　　　　　　　　　　

　（7,000×46名）京都巡回展会場売上25,000（ポストカード17,000 、図録冊子 8,000）決算処理279,250、　受取利息87

 期中に本展勘定と調整。

（内訳）小宮山会計 3,997,727　鈴木事務局長 14,061 森屋代表 3,351

 2019年度 年会費前受金の増が、予算比増の主因。年会費、入会金、本展関連、その他 諸収入分等でやや増加した。

  会計より事務局への事務局長運営費 　事務局長1,074,412

単位：円

 使用せず

 退会 会員2名 会友4名 死亡者3名　 

 *費目内訳は下欄に掲載、諸項目概ね予算の範囲内の実績となった。旅費交通費は前年対比111％（ 委員,応援者分） 

 本展関連 を除く、　委員会 会議室使用料　(事業部会,クロッキー・デッサン会、日展会館多用) 　前年対比減　　　　　　　　　

 本展関連 を除く、事務用品費（インク代、コピー用紙、伝票、OA賞状用紙、 等） 前年対比減

 本展関連 を除く、 委員会通知、 事務局長、会計の連絡郵送、ﾒｰﾙ便代、電話代他 前年対比減

 本展関連 を除く、　委員会、その他の交通費 前年対比61,239の増（10,1月を除く定例委員会 349,462） 

  本展関連 を除く、　美術年鑑社、芸術新聞社、美術３誌他掲載料、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ費用。　

 本展関連を除く、総会資料 300部、会員名簿 300部、角2封筒3,000部 長3封筒ﾃｰﾌﾟ付2,000部の印刷 3種類だったため予算内　

 支部展支援金（＠10,000×9＝90,000）会員3名死亡 弔慰金（＠￥10,000×3＝30,000）

  年4回発行　会報印刷代(6,420×3回、15,400×1回）発送ﾒｰﾙ便代、郵送切手代　　前年対比 13,930増　　　

 使用せず

  東京交通会館シルバーサロンA室 172,324 案内状はがき、郵送切手代　等運営資金　出品料との差額本部収益金　　　　　として
組み入れる。（49,378）
 使用せず



本展関連勘定へ組入れ

本展勘定で処理

予算比で137,704減となった。

 東京交通会館 小品展予約金含めた総額 他 98,192 次年度以降本展経費 18,525   2019年度支部展支援金 30,000

  本展関連を除く、銀行・郵便局への振込手数料　　　　　

 期初決算振替  年会費前受分 2,915,000 小品展出品料 14,000  預かり金 34,000

 会員1,760,000（176名）振替

 出品者予算比会員（103％）一般（72.2％）とまずまずであったが支払い経費が増加した。

 会計,事務局長, 代表 パソコン、ﾌﾟﾘﾝﾀｰ、コピー 電気料の補助 

本展関連勘定へ組入れ

 会議費 13,043 印刷製本費 419,285 賞状・賞金費 316,356 広告宣伝費 456,572 事務消耗品費 68,097 人件費 262,000 旅費交通費

 （備品費 8,510　会報担当用ICレコーダー1個代）

 本展関連を除く、雑費 29,472（鈴木事務局長使用パソコンウィルスバスターセキュリティ更新（3年）(15,130)パソコン電話サポート

 1年更新(10,584) 小宮山会計用名刺2箱 3,758 運送費19件 計54,737決算処理20,000

  666,639 通信費 141,856  ポストカード関係費 1,665,433 雑費 110,636(搬入出審査、ポストカード台作成費、

 茶菓子等 11,707、慰労会補助（3回）計27,684 宿泊費 補助 5,000 接待費 7,000 支払手数料 7,667 事務局機器、書類等運搬費 計51,578）

 懇親会費 607,560 (不参加者2名返金16,000上野精養軒支払582,560台風の影響での欠席者3名返金3,000×3＝9,000）

 小宮山会計 2,805,514　鈴木事務局長 30,965 (2019年度年会費前受金3,145,000が予算比増の原因)　

※本展関連 6,679,751　　　  （費目内訳）　美術館使用料 1,111,460 会場設営費・運搬費 547,560 案内看板等製作費 293,254



単位：円

 委員 会員 準会員 会友 178名 計5,210,000,過年度年会費￥70,000,休会者18名180,000 計196名5,460,000（予算は活動会員180名）
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